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確率ランキング過程（move-to-front規則）の，粒子軌道および位置－ジャン
プ強度結合経験分布についての無限粒子極限の存在定理を，列先頭へのジャンプ
が非一様な強度を持つPoisson random measureで記述される場合に拡張する．模
型に特徴的なメカニズム（証明の本質）は一様な場合と異ならないが，技術的徹
底もあって，一様な場合もより少ない仮定でより強い収束を得た．
ウェブのランキングのデータを確率ランキング模型で説明する場合に，社会

の昼夜の活動差を強度の非一様性で説明する．実用上の方法として，強度の時刻
依存性が全ての粒子で共通な場合を考える．相対強度の分布を一般化したPareto
分布として，自動収集によって得た 2ch.netのスレッド一覧の 1日分のデータを
当てはめた結果は，この方法の有効性を示唆する．また，人気スレッドへの書き
込みの集中（非ロングテール的），および，深夜に活動が活発で早朝に少ないこ
と，という，Amazon.co.jpと共通の結果を得た．
1. Poisson random measureで定まる確率ランキング模型の無限粒子極限．
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M(R+)はvague位相を入れると，M(R+)× [0, 1)はPoland空間である．t � 0
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以上において，{ρ(N)
i }などの同程度連続性に関する仮定をおけば，確率過程

としての概収束も得る．
2. 共通の時刻依存性を持つ intensity measure とウェブ上の活動の昼夜差．
強度が一様の場合の軌道 yCは，ウェブのランキングで毎日定時の観測や１日

に満たない観測について実際に観測された [2,3]．非一様な場合に定理を拡張した
ことによって，社会の昼夜の活動差が無視できないデータを解析することができ
る．もっとも単純な方法として，密度 ã ∈ L1

loc(R+)に基づく共通の時刻依存性

ρ
(N)
i ((0, t]) = w

(N)
i

∫ t

0
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のデータは一様な場合の公式に帰着するので，以前の解析 [3]が正当化される．
さらに，多数の軌道のデータがあるとき，ãを分離して λを統計的に解析できる．
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一般化Zipfの法則w
(N)
i = a(N/i)1/b（λがPareto分布）に当てはめて，2ch.net

のあるスレッド一覧の１日の全数データ (N = 697)から b = 0.872±0.002を得た．
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